
(概要版）

小学校外国語活動指導資料
「Let’s try Activity」の作成と活用

－ディジタル資料を活用し、児童のコミュニケーション活動を充実することを目指して－

長期研修員 大木 茂行

本研究では、児童のコミュニケーション活動の充実を図ることを目指す、小学校外国語活動指導資料「Let‘s 
try Activity」を作成し活用した。そのことにより児童に基本的な表現を定着させ、ゲームやアクティビティの内容
を理解させ、教師も内容を理解し指導できるようになり、児童の進んで話したいという意識が高まり、児童のコ
ミュニケーション活動が充実したことを実践授業を通して明らかにした。

研究の概要

研究構想図



《ディジタルフラッシュカード》
ゲームやアクティビティでのコミュニケーション活動の際に使う基本的な表現を繰り返し学び定着することができる。

みんなで言って
みよう！

What do you want? I  want A“ ”
よく言えてるよ！
いいね！

ア イ ウ エ オ

指導資料「Let‘s try Activity」の構成

ＡＬＴの発音で基本的な表現を学ぶ。
児童を賞賛する
カードで終わる。

レッスンごと使うフラッ
シュカード・動画・活用
例がクリック一つで選
択できるトップページ

「Hi,friends!１」の授業内容に沿って指導を行う各担任の現状や児童の実態に応じて参考にできるよう
にレッスン１～９までの３５授業時間として作成した。

最初にフラッシュカー
ドに取り組む際の活
動内容を指示。

レッスン１～９に出てくる基本的な表現を学ぶ！

ゲームやアクティビティで
のコミュニケーション活動
がイメージできる！ 「Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！１」の

展開に基づく活用例
「Ｈｉ，ｆｒｉｅｎｄｓ！１」をもと
にした３５授業時間！



《アクティビティ説明動画》
児童がゲームやアクティビティでのコミュニケーション活動の内容を視聴して理解できる。

動画の始まりには、
ゲームやアクティ
ビティの名前が表
示される。

コミュニケーション活動を行う際の重点

「アイコンタクト（相手の目を見て）・スマイル
（笑顔で）・クリアボイス（はっきりした声で）・
ジェスチャー（身振り手振りを使って）」などが
表示される。

映像を通して活動内容が確
認できる。イメージが広がり、
コミュニケーション活動にス
ムーズに取り組める。

《ディジタル資料の活用例》
「Hi,friends!１」の授業内容に沿ってゲームやアクティビティでのコミュニケーション活動の進め方が分かるように、単元名、ねらい、基本
的な表現、ディジタル資料の活用場面、授業の流れ、活用方法、「Hi,friends!１」との関連、ALTとの連携を記した。

Ｂ 授業の流れ
｢Hi,friends!１」の授業内容に沿った、ディジタル資料
を使った授業の流れを記述。

Ｃ ディジタル資料の活用方法
ディジタルフラッシュカードやアクティビティ説明動画の活用方法、ALT
の役割について記述。

Ａ 授業の概要について
活用例の上部には単元名、ねらい、ディジタル資料の活用場面、本時に使用する基本的な表現について記述。



授 業 実 践 「Ｌｅｓｓｏｎ６ Ｗｈａｔ ｄｏ ｙｏｕ ｗａｎｔ？」

ディジタルフラッシュカード

問い合わせ先 群馬県総合教育センター
担当係：教育情報推進係 ０２７０－２６－９２１５（直通）

研究のまとめ

研究の結果
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友達に話しかけてみたいという気持ちになりましたか？

とてもなった

なった

あまりならなかった

全くならなかった

児童のアンケート結果の比較 協力校の教師の感想

・基本的な表現を繰り返し学ばせたことに
より、確実に児童に表現が定着した。

・コミュニケーション活動の重点が画面に
分かりやすく表示されたことにより、児童が
その後の活動で意識して取り組むことが
できた。

＜教師の評価＞

教師が児童のコミュニ
ケーション活動を指導
するにあたり、児童が
ゲームやアクティビティ
に進んで取り組み、児
童のコミュニケーション
活動を充実するよい指
導資料だと評価を得た。
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う
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アクティビティ説明動画

動画でゲーム
の内容を確認
後、友達と活動
することができ
た。

慣
れ
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む
場
面

３時間目

基本的な表現
を繰り返し学
び表現に慣れ
る。

ゲームやアク
ティビティで
基本的な表
現を使い友
達とどう話し
たらよいかが
分かる。

広
げ
る
場
面

５時間目

ディジタルフラッシュカード

導入 展開 まとめ

まとめ

みんなの前
で積極的に
発表するこ
とができた。

アクティビティ説明動画ディジタルフラッシュカード

アクティビティ説明動画

展開導入

授 業 実 践

児童の声

英語が言える
ようになって楽
しかった。

児童の声

ゲームの説明が
分かりやすかった
ので覚えられた。

○アクティビティ説
明動画を使って
活動内容や方法
を児童に理解さ
せることは、各学
校の児童の実態
に応じて、コンテ
ンツの内容をさら
に充実させる必
要がある。

課題

○教師が、ディジタルフラッシュカードを使って授業を行ったことにより、児童はコミュ
ニケーション活動で使う基本的な表現を定着させた。アクティビティ説明動画を使っ
て授業を行ったことにより、児童はゲームやアクティビティの内容をより理解できる
ようになった。
○児童は、基本的な表現が定着し、ゲームやアクティビティの活動内容をより理解し
たことにより、友達とのやりとりに自信をもって臨むことができた。そのため、早く
「友達と進んで話したい」という意識をもたせることができた。

○小学校外国語活動指導資料「Let’s try Activity」を活用することにより、児童にコミ
ュニケーション活動の重点を分かりやすく説明することができた。そして、児童を戸
惑いなくスムーズに活動に取り組ませることができたので、児童のコミュニケーショ
ン活動の充実を図ることができた。

成果

動画から、ゲーム
の内容を理解し、
コミュニケーション
活動の重点も分
かる。

友達と進んで
話すことができ
た。

児童の声

友達と一緒に
話せて楽し
かった。

ゲーム
の内容
がよく理
解できる。

基本的な表現
を繰り返し学
び定着する。

基本的な表現
を提示しなが
ら、児童と一
緒に発音！


